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1.緒 論

蹄 結 核 二封 ス ル人 工 氣 胸療 法 ノ鷹 用 ハ近 年 甚 ダ

隆 盛 ヲ極 メ、 ソ ノ適 鷹 ヲ誤 ラザ レバ数 果 ノ適 確

ナ ル1鮎蓋 シ積極 療 法 中 王座 ヲ占 ム ル モ ノ ト云 フ

ベ シ.然 レ ドモ施 術 時起 ル偶 獲 症 ニ シテ術 者 ヲ

脅 ス モ ノ紗 カ ラ ズ.察 氣栓 塞(肋 膜 反 射)、 自然

氣 胸 、 術 後 喀 血、 皮 下 氣腫 、 肋 膜 滲 出液 貯 溜 等

之 ニ シテ、就 中最 モ 恐 ル ベ キハ 室 氣Embolie

(肋膜Sh◎ck)ト ス,此 ノ偶 獲 症 ヲ惹起 セル瞬 間

或 ヒバ少 時 ニ シテ又 ハ籔 日間 ノ経 過 後 治 癒 若 シ

クハ死 亡 スル モ ノナ ル モ、 之 二關 シテ ハ既 二相

當 多 籔 な報告 例 ア リ。 余 モ亦 最 近 人 工 氣 胸 術 施

行 ニ ヨ リ塞 氣栓 塞 ヲ偶 獲 シ、 ソ ノ後 コ レニ騰 膜

炎 症 状 出現 シ、 遽 二結 核 性 騰 膜 炎 ニ テ死 亡 セ ル

ー 例 ヲ経 験 セ シヲ以 テ弦 二報 告 シ諸 賢 ノ卸 批 物

ヲ仰 ガ ン トス.

IL臨 淋 例

(患者)M.Y.舎38歳 、(書 記)

(圭訴)咳 漱 鍾二喀疲.

(家族歴)特 記ス ベキコ トナ 乾

(既往疾)生 來健 康ニ シテ著患 ヲ知 ラズ・

昭和○○年慮 召、 中支○○戦線 二從軍メ・ 昭和15

年1月 頃 ヨリ全身倦 怠及 ビ微熱 ノ 畠現 ヲ ㍉ 氣管

支炎 ノ診断 ノ下二 入院 シ其 ノ後肺浸潤 二樽症 ス.

同年4月 内地還 逡、 ○○、 ○○陸軍病院 ヲ輝 テ 同

年7月 除役退院 セ})、,昭和15年9月 以後曾就 二勤

務y、 昭和16年 以來37.5℃ 内外 ノ微熱 出現 シ加
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フルニ右側胸痛 増強 セル ヲ以 テ 會肚 ヲ翻職 シ居宅

療 養 ヲ行ヘ リ.當 時咳漱 ・喀峻 多 〃喀疾 中二結 核菌

ヲ謹 明ス.依 ツテ昭和16年12月24H傷 疲軍 人宮

崎療養所二入所 セ リ.

(入所時所見)'

盟格、榮養共二 中等度、 皮慮蚊 二 顔貌正常 ナ リ.

眼瞼結膜稽 く貧血 セル 毛 頸部其 ノ他 ノ淋 巴腺 二腫

脹 ヲ認 メズ、 鯉温最高37。2。C、 脹搏70至 整律 緊

張良、燧重5δKgナ リ。

胸部 ハ 心臓正常大、 心音純、 右肺尖部打診 上短 調

ヲ呈 シ右鎖骨 下二湯性水泡音 ヲ少量盈取 ス.背 部

肩脾骨間部 ハ呼吸音粗裂 ニ シテ捻 髪音 存在 ス、 腹

部 ハ正堪 ニ シテ異常 ヲ認 メズ.肝 、脾共二鱗 レズ.

膝蓋腱反射正常 二存 シ脛骨縁 二浮腫 ナシ。喀疾 中

結核 菌陽性(4號)ニ シテ、 赤血球沈降速度1時 間

値94mm.中 等ec70.5mmナ リe赤 血球 数420萬 、

血色素68%(n/こ5ahli)白 血球 数1と,000。

胸部R6ntgeR所 見ハ右肺 野 ノ・全葉 二亙 リ滲 出性 堪

殖性浸潤存在 シ横隔膜 二 輕度 ノ癒 著 ヲ認 ム。 左肺

野 ハ圭 トシテ銀骨 下二 増殖性陰影 ア リテ肺 紋理 ハ

一般 二堪強 セ リ
.空 洞 ハ無 キモ ノ ・如 シ。

(経過)'大 氣、安静、榮養 ヲ3原 則 トスル 自然療

法 ヲ圭 トシテ行 ヒ、 之二 藥物療 法 ヲ併用 セ リ.然

ル ニ、患者小肺 出血 ヲ瀕 螢 シ騰温37.0℃-s8.O℃

ノ間 ヲ動 揺、喀疾 ノ・槻 夷毎二 常二 陽性 ニ シテ漸次

痩削 シー般症状 悪化 シソ ・ア リタ リ。

(現症)201X昭 和17年

榮養不良、皮膚蒼 白ニ シテ髄温37.0℃ 内外、脈掩

70至 、艦重45Kg二 激減 セ リ。頸腺等 ノ腫脹 ナシ。

心臓領域璽 化ナ ク、肺 域 ニテ ハ 右肺尖部鎮骨下窩

共 二短 調ニ シテ該 部 二 有響性水泡音 ヲ聰取ス。前

胸部 バー般 二 呼吸音弱 ク、 後肺尖部 モ亦然 り。 喀

疾 中結核菌 陽性(3號)赤 血球沈降 速度1時 間値72

mm中 等償61mmナ リ。'咳漱雄 二 喀疾 ヲ多量 二訴

フ 亀

胸部R6ntgen所 見(17/X)ハ 右 肺野 二於 テハ上葉、

中葉 二濃厚 ナル 等質性 ノ陰影 出現 シ下葉 ハ饗化割

合 ヒ輕度 ニ シテ横隔膜 二 癒著存在 ス。 左肺野 ハ鎖

骨上 下二淡 キ等質性陰 影 ア リテ 中、下葉 ニモ非等
ら

質性 ノ寝潤 ヲ認 ム.血 行性散布像 ハ詮 明セズ。

nL空 氣栓塞iノ偶畿

20/X(昭 和17年/午 後2時15分 頃 第1同 右 側

人 工 氣 胸 ヲ 愼 重 二 施 行 セ リ。 氣 胸 針 ヲ 前 腋 窩

線=上第6肋 間 腔 二穿 刺 ス ル ニ 中等 度 ノ抵 抗 ヲ感

ジタ ル モManometerハ4mm陰 堅 ニ シテ 呼

吸 ニ ヨ リ4-2mm間 ヲ極 メテ規 則 的 二動 鑑 ス。

依 ツ テ爾Kolbenノ 水面 二 極 メテ 僅 カ ノ 落 差

(大略3em)ヲ 與 へ徐 々 二 室 氣 ヲ迭 入 シ、 患 者

二氣 分 ヲ訊 スル モ異 常 ナ シ ト答 フ。大 約70ccm

二達 シタル時 陽 墜 二愛 礼 故 二抜 針 シ他 ノ部 二

穿 刺 セ ン トセ リゆ 其 ノ 瞬 間 二 登作 ヲ 惹起 セ リ

(2時25分 頃/.脚 チ 捻 リ聲 ト共 二 不 稔状 態 二

隆 リ間代 性窪 攣 ト共 二意 識 不 明、 顔 貌 蒼 白、 口

屑指 頭 ハ著 明 ノZyan◎se・ ヲ示 シ、 冷 汗淋 出 シ

脈 搏 緩 徐 ニ シテ微 弱 結 滞 ア リ。 直 チ ニ頭 部 ヲ低

ク保 チぜ 葡 萄 糖 トUabaninl(2號,ヲ 静 脈 内 三

注 射 シ、Camph◎r,C◎ramin等 ノ強 心 剤 ヲ連 績

的 二使 用 スル ト共 二佐 臨 埣 田爾 氏 ノ推 漿 セル

高張(25%)葡 萄 糖 ヲ 氣 胸 針 穿 刺 部 位 二40cem

注 入 セ リ。 之等 ノ慮 置 ニ ヨ リ間代 性痙 攣 ハ 漸次

弱 マ リタル モ脈 搏 ハ 小 ニ シテ辛 ジテ鯛 知 シ得 ル

ノ ミ.呼 吸 ・・極 メ テ深 ク1分 間 約8臥 其 ノ間

形 容 シ難 キー 種 ノ稔 リ ト共 二嘔 氣 出 現 ス・ 爾眼

球 ハBlick1盗hmungnachlinks(左 方 ヲ見得 ザ

ル状 態)ヲ 呈 シ 頭 部 ハ 左 方 廻 縛 位 二固 定 セ リ・

而 シテ 右 孚 身 ノ頸 部 、 上 謄 ノ伸 側 及 ビ 第7-9

肋 間腔 二紅 斑 出現 ス。

前 記 ノ療 法 ニ ヨ リ撒分 ナ ラズ シテ脈 搏 ノ〉稽 ㌃

弓蚤 ク鯛 レ得 ル ニ至 リ呼 吸 モ漸 欠李静 トナ リ2時

45分 ニハ 痙 攣 止 ミ 患 者 ノ意 識 モ少 シク明瞭 ト

ナ レ リ。46分 ニ ハ 再 ビ捻 リオ コ リ、55分 ニ ノ、

猛 烈 ナ ル 痙 攣 ア リタル モ 次 第 テ ー般 歌 態 好 縛

ス。3時 稔 リア リe3時15分 泡 沫 状 血 叛2個

ウ1喀出 ス。3時20分eVitacampher1筒 静 賑 内

二注 射 シi穿刺 局 部 二 高 張 葡 萄 糖20ccmヲi追 加

注 入 セ リ。
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IV.結 核性謄膜炎績獲

21・X患 者 ノ 意識 割 合 明 瞭 トナ レ リ。 但 シ言 語

障 碍 ア リテ登 雷 不 明瞭 ナ リ.間 代 性 痙 攣 ノ小畿

作 間 歌 的 二瀕 同 出現 ス.右 孚 身 ハ不 随 ニ シテ右

側 顔 面 神 経 廉 癖 ヲ 謹 明 シ 眼球 ハ 左 方 瞥 見廉 癖

ア リテ2ertypedepal・alysiesalternesde

Foville(Foville氏 交 代 性 號癖 第2型/二 酷 似 セ

リ。 眼 球 震 邊 症 ナ シ.右 牛 身 ノ獲 汗 著 明 ニ シテ

紅 斑 爾 ホ存 在 ス.頭 部 ハ左 方 へ廻 韓 シ之 ヲ原 位

二復 サ シ メ ン トス レバ嬉 痛 ヲ訴 フ窃 腱 反射 ハ 凡

テ充 進 セ リ.葡 萄 糖 、 彊 心 捌 ヲ注 射 シ滋 養 灌 腸

ヲ施 行 ス。

22/X朝 喀 疾 ノ排 出 二 櫛 ム,,眼 球 症 歌 其 ノ他 ハ

前 日 ト同様 ノ歌 態 ヲ示 シ右 眼 瞼 二輕 度 ノ下垂 ヲ

起 セ リ。 訊 ヌ ル ニ頭 部 ヲ指 示 スル ノ ミ.痺 痛 ア

リヤ ト問 ヘ バ合 黙 ス。Kernig症 候(一 〉、 項 部

彊 直(一)、 一 般 症 駅 漸 次 好 轄 ノ兆 ア リ、,

23/Xニ ハ 眼 瞼 下 垂 著 明 トナ リ、 偏 灘 、 眼症 状

等 前 記 ノ如 シ。 紅 斑 ハ殆 ン ド清 燧 セル モ僅 カ ニ

痕 跡 ヲ止 ドム。 瞳 孔 ハ左 右 等 大 、 封 光 反 射正 常

ナ リ。 口腔 二 口臭輕 度 二存 ス。 腹 部 ハ舟 状 二陪

汚 シKemig症 候 、 項部 彊 直強 陽 性 ナ リ。 意 識

ハ 明 瞭 ニ シテ頭 痛 ヲ訴 へ 屡 く悪 心 アル モ嘔 吐 二

至 ラ ズ。 腱 反 射 著 シ ク充 進 シ皮膚 書紋 症 陽 性 ナ、

リ.腰 椎 穿 刺 ヲ行 ヘ リ黍

24/X症 状 前 日 ト大 略 等 シ。 患 者 意 識 明瞭 ニ シ

テ柿 ヲ食 ヒタ シ ト云 フ.尿 閉 ノ爲 二導 尿 ヲ行 ヘ

リe胸 部 所 見 ハ右 第6肋 間 附 近 呼 吸音 微 弱 ソ ノ

他 一般 二呼 吸 延 長 シ右鎖 骨 下 ノ{黒性 水泡 音 増 強

セ リ.一 般 症 状 ハ割 合 良 好 ナ リ.

25/X偏 灘 、 眼 症 状 依 然 ト シ テ 存 在 シKernig

症 候、 項 部 強 直 陽 性 ナ リ.意 識 ハ 時 二 明瞭 時 二

溜 濁 ス。 朝 粥 ヲ食 セ シニ 嘔 吐 ヲ催 シ頭 痛 次第 二

i曾彊 スe全 身 至 ル庭 二墜痛 ヲ訴 へ 意 識漏 濁 時 ハ

左 手 ヲ以 テ暗 中 模索 シ後 弓 反 射顯 著 ニ シテ頭部

ハ後 方 二牽 引 セ ラ レ枕 中 二鴎 入 シ輕 度 ノ牙 關 緊

急 ヲ呈 ス。 腱 反 射 ハ 極 メ テ弱 ク稀 二 口膚 二攣縮

ヲ ㍉ 腰部 二褥 瘡 出現 ス.腰 椎 穿 刺 ヲ施 行 セ リ.

26/xi漸 次 意識 酒 濁 ノ 度加 ハ リソ ノ他 ハ 前 日 ト

全 ク同檬 ナ リ、 頭 痛 ハ強 度 ニ アル モ ノ ・如 ク叉

尿 ノ失 禁 ア リ。 胸部 所 見 ハ入 工氣 胸施 術部 位 呼

吸 音極 メテ弱 ク鎮 骨 下 二有 響 性 水 泡 音 ト共 二氣

管枝 音 ヲ懸 取 ス,

27/X意 識全 ク溜 濁 シ左 手 ヲ以 テ 頭 痛 ヲ 訴 フル

ガ如 キ表情 ヲ示 シ、 腱 反 射 完 全 二清 失 ス。

28/X顔 貌憔 埣 甚 シ ク意 識 湖 濁 シ時 二 明 瞭 トナ

リ ソ ノ際 編 工難 キ頭 痛 ヲ訴 フ。 呼 吸 不 規 則 ニ シ

テ脈搏 瀕 藪 ナ リ。 腰 椎 穿 刺 施 行 セ リ、

29/X午 後2時30分 鬼籍 二 入 レ リ。

V。 拶脊髄液検査

第1表=示 ス如 ク腰 椎 穿 刺 ヲ3同 行 ヘ リ。 左 側

臥 位 ニ テ液 墜 ハ最 高 ノモ ノ210mm(水 柱)ニ シ

テ.最 低 ノモ ノハ140mmナ リキ,,何 レ ノ脳 脊

髄 液 モ水檬 ニ シテ透 明瀬 登ナ リ シモ透過 光線 ニ

テ見 レバ 微細 ナ ル浮游 物 アル ヲ認 メタ リ.細 胞

撒 ハ 凡 テ増 多 シ大 部 分 ハ淋 巴球 ニ シテTrypto-

phanReaktionモ 亦 陽性 、Fibrinノ 析 出 著 明

ナ リキ.遠 心 沈 澱 ヲ行 ヒ沈 澄 ヲ塗 抹 染 色 検鏡 セ

シモ結 核 岩陰 性 、 培 養 法(岡 一 片 倉培 地 ニ ヨ リ

聚 落 ノ獲生 ヲ ミ之 ヲ染 色 ス ル ニ抗 酸 姓 菌 ヲ詮 明

セ リ,,礎 二海 狸 ノ皮 下 二接 種 セル ニ7日 後 接 種

第1表 膿脊髄液所見

i液L』 諏 繋 聯 讐
三色
調 三 ⊂て「ΣしびΣ
比10鑑L璽6L塑7 .
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局部皮下組織 二硬結 ヲ生 ジ、硬結ハ破壌 シテ潰

瘍 ヲ形成 セリ.

3週 間後 ム撲殺剖検 セシニ、淋巴腺ノ腫脹、脾

臓 ノ肥大 ヲ認 メ且 ツ脾臓表薗ハ凹凸顯著ニ シテ

VI.考

の 本 氣栓 塞 護 生機 轄 二閣 ズル考 察

第19世 紀 後 孚 以 來肋 膜 穿 刺 二 突 壷 スル 特 殊 ナ

ル 偶 獲症 二關 シ佛 國學 派 ハ肋 膜 反 射 ヲ之 力原 因

ナ リ ト シ、 或 ヒバ肋 膜 子痴 ト栂 シ、 或 ヒバ肋 膜

獺 痴 ナル名 構 ノ 下 二 之 ヲ 解 明 セ シガ、1912年

Brauer氏 ハ此 レ等 ノ危瞼 ナ ル徴 候 ハ、誤 ツ テ傷

ツ ケ ラ レ シ肺 血 管 内 二室 氣 迷 入 シ ソ レガ脳動 賑

Zノ 他 二Embolieヲ 生 ズル ニ ヨル モ ノ ト9張

セ リ。 其 ノ後Cepparo氏 等 ハ 各 國人 工氣 胸 ノ

偶 凝症 ニ ヨル死 亡例90ヲ 分 析 シ、 且 ツ 自 己 ノ

経 験 セル死 亡例7例 二鑑 ミ、Embolie説 ヲ肯 室

シBrauerヲ 支 持 セ リ,,郎 チ偶 褒 症 ノ大 部分 ハ

Embolie二 基 ク ト ノ読 ガ 近 年 一 般 二 承 認 セ ラ

レテ ヲル モ ノ ・女ロシゆ

W3ber氏 ハ ソ ノ嚢 生 機 轄 二 關 シ室 氣 栓 塞 ハ肺

ノ結 核 性 浸 潤 肥 厚 硬 化 アル部 分r氣 胸 針 ヲ穿 刺

セ ル場 合 惹 起 サ レ易 シ ト述 べ、 斯 ノ如 キ病 攣 ア

ル組 織 内 ノ静 賑 ハ 伸 展 サ レ從 テ傷 ツ キ易 久 傷

ツ ケバ健 康 翻 賑 ノ如 ク牧縮 セ ズ シテ閣 孔 シ依 テ

吸 氣 時 陰 塵 加 ハ レバ零 気 ヲ吸 引 シ、 以 テ室 氣栓

塞 ヲ生 ズ ト云 ヘ リ.

更 二菅 沼 氏 二依 レバ本 症 ノ成 因 ハ

1]穿 刺 針 ガ肺 艀 諏 ヲ穽 刺 シ其 ノ倦 瓦斯 注 入

ヲ行 ヘ ル場 合

2/穿 刺 針 ニ ヨ リ肺 静甑 損 傷 サv、 或 ヒハ高

腿荘 入 二9リ 肺 組 織 損 傷 サ レ タル 爲静 賑 内

二肺 胞 塞 氣 吸 引 セ ル場 合

3)穿 刺 針 ニ ヨ リ蹄 静 賑 損 傷 サ レ其 ノ周 園 組

識 二浸 潤 硬 化 アル爲 静阪 開 ロ シテ氣 胸 瓦斯

ヲ吸 引 セ ル揚 合

ヲ墾 グの 即 チ室 氣 栓 塞 ハ肺 血管 ノ損 傷 サ レ シ時

二饗 生 スル モ ノニ シテ、 余 ノ症例 ニ テハ 氣 胸針

ノ尖 端 二血 液 附 著 セ シ黙 ヨ リ血 管 損 傷 ハ 否 定 シ

米粒大 ノ多敷 ノ乾酪結節存在 ス.肝 臓、腎臓ニ

モ少藪 ノ粟粒結節 ヲ謹明 シ、肺臓ハ結節互爵 融

合 シテ地圏状 ヲ呈 シ零洞 ヲ形成 セリ.

按

得 ズ、 然 シテ肺 表 而 二表 在 セル静 脈 管 ノロ径 小

ナル 爲 二 吸 引 セ ラ レタ ル空 氣 量 儀 微 ナ ル ニ ヨ ザ

左 心 ヲ無 害 二通 過 シ大 循 環 系 二入 リテ脳 動脈 ヲ

栓 塞 シ弦 二失神 、痙 攣 、孚 身廠 癖 等 ヲ惹 起 セ シ メ

タ ル モ ノ ト想 察 セ ラル。 且 ツ又、 此 レ等 ノ重篤

ナ ル偶 獲症 ヲ惹 起 スル患 者 側 ノ素 因 ト シテ種 々

ナル 誘 因 ア リ.郎 チ 術 前 患者 自身 ノ 危 惧 ノ念
　

(糟谷 氏 ノ、 心 紳 ノ過 努(石 田 氏〉、 相 當 嚢 弱 ア リ

テ輕 微 ナ ル動 作 ニ ヨ リ直 チニ脈搏 増 加 ヲ見 ル が

如 キ 中毒 症 駿 強 キ場 合(矢 田貝 、 粟 生、 迫 間3

氏 〉、 肋膜 ソ レ自艦 二炎 症 アル 場合(Capps氏)

等 屡 ゲ ラ レヲ ル モ、 最 モ重 大 ナル 役割 ヲ演 ズル

モ ノハ肋 膜癒 著 ナ リ.帥 チ癒 著 ア ラバ部 分 氣 胸

ヲ生 ジ斯 ル獣 態 ノ下 ニ テハ假 令 へ肺 臓 穿 刺 ナ ク

トモ充 盈 後 一定 時 間 後 二於 テ偶 獲 症 ノ オ コ リ得

ル事 ア リ。Matts◎netBisaillon氏 等 ノ経 験 セ

ル19例 ノ 室 氣栓 塞 中 完全 氣 胸 ハ 僅 カ ニ3例 ニ

シテ10例 ハ 癒 著 ヲ 謹 明 シ残 リノ6例 ハ殆 ン ド

nospaceナ リ ト云 フハ 此 ノ肋 膜 癒 著 ノ重 要 性

ヲ雄 鼎 二物 語 ル モ ノニ シテ此 ノ黙 二關 シテハ諸

家 ノ意 見一一致 セ ル腿 ナ リ輪

余 ノ症 例 二於 テハ 患 者 ノ病 竈 比 較 的 進 行 シ ヲ リ

術 前小 心 翼 々 タル モ ノア リ、 又既 往 症 二胸 膜 だ

ヲ経 過 ジ、 且 ツ氣 胸針 穿 入 二際 シ肋 膜 二 中等 嘆

ノ抵 抗 ヲ感 ジ肋膜 ノ肥 厚 乃 至癒 著 ヲ疑 ハ シメ、

抜 去 セ シ氣 胸 針 ノ尖 端 二少 量 ノ血液 附 著 セ シ事

ヨ リ肺 臓 ヲ穿 刺 セ シモ ノ ・如 ク、 蓋 シ塞 氣 栓 塞

登 生 條 伴 ノ大 部分 ヲ瀟 足 セ シ メタ ル モ ノ ト云 フ

ベ シ
O

b)塞 氣栓 塞 ノ頻 度 二關 スル 考 察

人 工氣 胸 ノ奮 メ ノ肋 膜 穿 刺 二際 シ斯 ル偶 獲症 ハ

如 何 ナル頻 度 ヲ以 テ凝 生 スル ヤ、 其 ノ統 計 的 観

察 ヲ行 フニ 第2表 二 示 ス如 クForlanini氏 ・Y
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134名 ノ 患=者二 全 穿…刺 回数10,000回 ノ 中 ヨ リ

12例(O.10%〉 二於 テSh◎ckヲ 経 験 シ死 亡者 皆

無 カ リ キ,MattsonetBisail1◎n氏 ハ12000

同 中19例(O,15%〉 死 亡 セル者2名 ヲ報 告 セ リ.

Burrel氏 ハ 患 者 激467名 、 全 氣 胸 回籔5.157

同 中 ヨ リ11例(0.21%)ノ 偶 襲症 ヲ ミ3名 ノ死

亡 春 ヲ出 セ リt。Maend1氏'ガ 諸 臨 林 家 二 問合 セ

テ作 成 セ ル 統 計 ニ ヨ レバ、 患 者 藪1400名 、 穿

刺 同 敏12000同 中 ヨ リ15{列{O,10%〉 ノ瓦 斯 栓

塞 ア リテ死 亡者 ナ シ ト云 ヘ リ.

第2裏 偶・套i症ノ頻 度

}報 告剤 鞍 蝶 襯
Forianin玉

症 例

1882、13410,00012

総 響 等器i漏}1こlllil
Maendl192714001i2,00015

住 吉 彌 太 郎19314509,GOO15』爾 『

竹 之 助!932…15621829為 …

糟 谷 伊 佐 久11937446001

1著 … 卸g42i67486L

(%)-
00.10

20.15

10.21

0

λ
U

ジ
曜

0

1

艘IL
0。16

0.10

0。16

0。20

本 邦x於 テ モ、 住 吉 氏 ハ 大 正15年6月 ヨ リ昭

和6年6月 迄450名 ノ 患 者 二 人 工 氣 胸 総 数 約

9(1(lO回施 行 セル ニ15例(O.・16%.・ ノ偶 凝症 ヲ ミ

タル モ 死 亡者 ナ 久 阿部 氏 ハ156名 ノ患 者 二

2829同 ノ氣 胸 ヲ 行 ヒ3例 ・0・工0%ノ 偶 凝 症 ヲ

惹 起 シ2例 ・・死 亡 セ リ.且 ツ又 糟 谷 氏 ハ氣 胸

患 者44名 二600同 ノ室刺 ヲ 行 ヒタル ニShock

1例(O、16%fヲ 起 シ幸 ヒ生 命 二異 状 ヲ來 サ ザ リ

シ旨報 告 セ リ.

以 上1ヲ縮 括 スル ニ、 偶 襲 症 ヲ惹 起 ス ノ噸 度 粛

胸 回 藪 ノ ⑪27--0、10%ニ シ テ 大n略looopt乃

至500同 二1例 ノ割 合 ヒナ リ。

膓 獺 人 宮 麟 養 所 二於 テへ 此 ノ室 氣栓 塞 ハ

氣 胸 患 者 第67人 目 ニ シ テ 第480回 目 二 相 當 シ

從 ツ テ0,20%ヲ 示 セ リ。 此 ノ比 奉 ハBurre1

二次 ギ テ高 牽 ヲ呈 セル モ、 ソバ 雷 療 養所 ・欄 所

後 筒 日淺 ク且 ツ人 工 氣 胸 ノ適 鷹紗 キ が爲 ニ シテ

氣 胸 患 者 拉 二延 回 撒 漸 次 増 加 シヅ ・アル現 在 二

於 テハ 、 其 ノ偶 饗 李 モ ソ レニ件 ヒ低減 シツ ・ア

ルナリ。

c>空 氣栓塞 ヨリ結核性脳膜炎誘登 二

閣 スル考察

文獣ヲ渉猟 スルニ人工氣胸二鰯 酔 ル室氣栓塞

ヨリ、結核性畷膜炎 ヲ績獲セシ症例 ノ報告未 ダ

無 キガ如 シ.然 レドモ外傷ニヨリ結核性磯膜炎

ヲ諏 ス磯 多ノ稗味アル翻 撒 見ス・

即チ職傷就中肺 ノ銃創後二粟粒紡核 ヲ惹起 シ結
ノ

核 性 購 膜 炎 ニ テ艶 レル コ トア ルハ周 知 ノ事實 ニ

シテv叉Firket氏 モ22歳 ノ男 子顯 額 部 二打 撃

ヲ受 ケ氣繕 セル モ骨部 二損 傷 ヲ ウ ケ ズ シ テ不 詳

事 ヨリ6日 後 結 核 性 謄 膜 炎 ニ テ死 亡 セル1例 ヲ

更 二Terplan氏 モ 馬 蹄 ニ ヨル 頭 部 裂 傷 後 同症

ヲ起 シテ死 亡剖 検 セ シ例 ヲ報告 セ リ、

余 ノ症 例 ニ テハ1週 間 前 撮 影 セ シR6ntgen所

見 二 血 行 性 播 種像 ナ 久 且 ツ 成 書 二 記 載 シ ア

ル.無 氣 力、 不 氣嫌 、 無 感 費 、飲 思 不 振、頭 痛 、

便 秘 、 嘔 吐、 髪 熱 等 ノ前 編 症 歌 ヲ全 ク鋏 ク黙 ヨ

リ結 核 性 臓 膜炎 ヲ誘 獲 セ ル直接 ノ原 國 ハ人 工氣

胸 ニ ヨル肺 組 織 ノ損傷 拉 二脳動 賑 二於 ケル室氣

栓 塞 二求 メ ザ ル ベ カ ラ ズ.

帥 チ結 核 菌 ノ播 種 ハ 氣 胸針 ニ ヨル肺 損 傷 二基 ク

モ ノナ ル コ トハ容 易 二想察 セ ラル ・モ、 其 ノ動

因 トシテZollinger氏 ハ 次 ノ3事 項 ヲ 提 示 セ

リむ

(以下 別紙 歓 文 抄 録 参 照 ノコ ト/

(勾DasTraumasprengteinen

tubereu16senHerd,

12)Das

(3>Das

余 ノ症 例 二於 テ ハ上述 ノ3箇 條 ノ何 レモ否 定 シ

得 ズ.オ ソ ラク之 等 ノ動 因 ガ相 協 カ シテ本 症 ヲ

惹起 セ シモ ノ ト考 察 セ ラル燈

次 二虹 中 ノ結 核 菌 ガ何 故 二脳 膜 二好 ミテansie-

delnセ シャ ノ疑 問 ヲ生 ズ。 之 二 就 テハ 前 述 セ

ルFirket,Terplan及Pietrzikowski,lckert

氏 等 ハ 所 謂L◎CuSminOriSreSiStentiae設 ヲ

以 テ解 明 セ リ。 郎 チ外 傷 ニ ヨ リ抵 抗 減 少 セル部

位 二好 ミテ結 核 菌 ガMetasta$eヲ オ コ ス ト云
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フ ナ リ.

余 ノ症 例 ニ テハ 間代 性痙 攣 、 右 傘 身 ノ偏 灘 、 眼

症 歌等 ガFovi}leノ 第2型 二極 メ テ酷 似 スル ヲ
の

以 テ、從 ツ テ室 氣全 塞 ニ ヨル腸 璽 化 ハ左 大 謄部 、

謄 橋 附 近 ヲ圭 トス ル モ ノ ・如 シ.

然 シ テ塞 氣栓 塞 ニ ヨリ血行 障 碍 セ ラル レバ謄 組

織 ノ軟 化 、 壊 死 ヲ來 スハ當然 ニ シテ如斯 キ璽 化

セル部 分 乃 至之 二隣 接 セ ル局 所 ハ結 核 菌 二封 ス

ル抵 抗 力 著 シ ク弱 マ ル ハ 自明 ノ理 ナ リ.依 ツ テ

流 甑 申 二浮 游 セ シ結 核 菌 ガ如 何 ナ ル径 路 ヲ ト リ

シ カバ剖 検 ヲ行 ハ ザ リシ爲 不 明 ナ ル モ遽 二腸 膜

二 居 ヲ占 メ結 核 性 畷 膜 炎 ヲ誘 登 セ シニ ア ラズ ヤ

ト考 察 セ ラル ・ナ リ心

更 二又、 察 氣栓 塞 ハ脳 及 ビ謄 膜 二封 スルー種 ノ

内 部 的Traumaト 見 倣 サ ルベ シesZollinger氏

ノ、各 種 ノTraumaニ ヨ リ誘 嚢 セ ラノレ、零重kノ

結 核 症 二封 スルIntervallヲ 統 計 的 二検 討 シテ

第3表 ヲ 報 告 セ リ.

'第3表

AuftretendererstentypischenSympt◎meder

TubercuiosenacheinemTraumaRachZollikger

病 名frdhesten・i .・Patesten・

骨 關 節 結 核4=6週6肩

肺 結 核1週4月

粟 粒 結 核10・-12日3週

結核性膿膜 炎3-4日10-14日

胸 膜 炎2週3-4週

腎 臓 結 核3-4週 駁ケ 月

之 ニ ョ レバ 、 結 核 性臓 膜 炎 ハ最 モ早 キハ3日 、

最 モ邊 キハ14日 ニ シテ 典 型 的 ノ 症 歌 出現 ス ト

述 ブe余 ノ症 例 ハ3日 目 二 項 部 強 直 、Kemig

徴 候 現 レテ畷 膜 炎 ヲ疑 ハ シメ5日 ニ シ テ脳 膜 炎

ヲ信 ゼ シ メ、3日 ニ シテ診 噺 確 定 シ タル モ ～ニ

シ テ所 謂Zollinger氏 ノ早 期 型 二屡 スル モ ノ†

リ⇔ 毒

VII.総 括

余 ハ不 幸 ニ シデ胸 部 結 核 性 疾 患 ニ テ入 所療 養 中

ノ患 者 二人 工 氣 胸 ヲ施 術 シ、 室 氣 栓 塞 ヲ偶費 セ

シメ タ リ.而 シテ コ ノ人 工 氣 胸 ハ 傷痩 軍人 宮 崎

i療養所 二於 テハ、67人 目第480同 目 二相 當 シ、

從 ツ テ 室 氣栓 塞 ノ 偶獲 率 ハ0.20%ナ リ魂 之

ヲ誘 獲 セ シ原 因 ハ肋 膜 ノ肥 厚 乃 至癒 著拉 二氣 胸

針 ニ ヨル肺 臓 穿 刺 ニ ア リ シモ ノ ・如 シ。 斯 ク シ

テ患 者 ハ右 偏 羅Fovilleノ 第2型 症状 ヲ呈 セ シ

ガ、 偶 獲 症 ヲ惹 起 シテ ヨ リ3日 目 二旙 膜 炎 症状

出現 シ5日 目 ヨ リ意 識 ノ漏 濁 ヲ來 シ、 腰 椎穿 刺

ヲ行 ヘル ニ、 脳脊 髄 液 ノ 外 観、 細 胞 敷壇 多、

Tryptophan反 磨 陽性 等 ニ ヨ リ結 核 性 謄膜 炎 ヲ

疑 ヒ タル ニ、培 養 蚊 二動 物 實 駿 ニ ヨ リ結 核 菌 ヲ

謹 明 シ弦 二診 断 確 定 セ リ。

室 氣 栓 塞 ヨ リ結 核 性 磯 膜 炎 ヲ緬 號 セ シ機 韓 ハ剖

検 セ呪 リ シ ヲ 以 テ 不 明 ナル モLocusmin◎ris

resistentiae設 ガ』圭 役 ヲ 演 ジタ ル モ ノ ト想 線 セ

ラル。

如 斯 ク人 工 氣 胸 二偶 獲 セ ル室 氣 栓 塞 ヨ リ結 核性

謄 膜 炎 ヲ誘 嚢 セ ル例 極 メテ稀 有 ナ ル ヲ以 テ、 調

査 事 項 不 備 乍 ラモ取 テ報 告 セ シ吹第 ナ リ。

稿 ヲ終 ル ニ臨 ミ、 終 始 御 懇 篤 ナ ル御 指 導 ト御

校 閲 ヲ賜 リタ ル野 村 博 士 二深甚 ナ ル謝 意 ヲ表

ス 露
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